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The objective of this paper is the realization of the wooden latticed shell which is safe from the criteria 
while focusing on the environmental problems and the possibilities of the spatial structure. Therefore, this paper 
tried the computational morphogenesis to maximize the linear buckling load factor of wooden latticed shells by 
using the simulated annealing method. To assume in this study that joint stiffness of models used for this 
analysis is 2 bolts model, 12 bolts model, rigid bonding model. By comparing and studying the result of 
computational morphogenesis by using Simulated Annealing, features and mechanical tendency of optimal 
forms to figure out. 


















































する．半剛性パラメータを )10(   と設定し，
0 のときピン接合， 1 のとき剛接合を表し，半
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剛接合はこの間を取るものとする． が小さい順に接合












































の NURBS 制御点 z 座標 q とし，制約条件付き単一目的
最適化問題を扱う．木造単層格子シェルの各部材が許容




( ) 0LK K         (2) 
 














































     (4) 
 
最終的に線形座屈荷重係数 )(qf の制御点座標 q に関
する偏微分 )(qf は次のように求めることができる. 
 




























節点数は 121，使用材料はヤング係数を 1.55×107 2/kN m ，




















ボルト 2 本，ボルト 12 本、剛接合の各モデルを比較する． 
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本解析は，ボルト 2 本モデルは Step131 で解析終了・
Step128 で線形座屈荷重係数が最大となる最適形状が得
られた．ボルト 12 本モデルは Step127 で解析終了し，
Step127 で最適形状となり，剛接合モデルは Step142 で解
析終了し，最適形状が得られた． 


















   
   
( )f q =10.05 
r =22.08 m  
 
( )f q =14.28 
r =21.50 m  
 
( )f q =19.21 
r =20.45 m  
topr =19.80 m  






 ボルト 2 本 ボルト 12 本 剛接合 
初期形状 1.89 2.62 3.63 
最適形状 10.05 14.28 19.21 















   
( )f q =10.05 
r =22.08 m  
 
( )f q =14.28 
r =21.50 m  
 
( )f q =19.21 
r =20.45 m  
topr =19.80 m  
(a) ボルト 2 本 (b) ボルト 12 本 (c) 剛接合 
図９ SA による最適形状 
 
   
( )f q =8.77 
r =22.22 m  
 
( )f q =13.99 
r =22.18 m  
 
( )f q =18.35 
r =20.72 m  
topr =19.85 m  



































( )f q =3.63 ( )f q =6.78 ( )f q =8.23 
(a) モデル G (b) モデル B (c) モデル H 
図１１ 剛接合モデルの各部材断面と、初期形状時 ( )f q  
 
   
( )f q =18.35 
r =22.08 m  
topr =19.85 m  
( )f q =37.01 
r =21.39 m  
 
( )f q =29.28 
r =19.55 m  
topr =16.89 m  






   
max=134.42 ( )kNm  
ave=38.57 ( )kNm  
max=69.63 ( )kNm  
ave=31.94 ( )kNm  
max=235.31 ( )kNm  
ave=66.34 ( )kNm  
(a) モデル G:面外 (b) モデル B:面外 (c) モデル H:面外 
   
max=28.99 ( )kNm  
ave=10.30 ( )kNm  
max=40.22 ( )kNm  
ave=15.76 ( )kNm  
max=34.80 ( )kNm  
ave=11.36 ( )kNm  
(d)  モデル G:面内 (e) モデル B:面内 (f) モデル H:面内 
図１４ 各モデル最終形状における面外・面内曲げ応力 
 
５． 結論 
本研究では設計外力に対して安定性の高い木造単層格
子シェル構造の実現を目的として，SA による半剛接合部
を有する単層格子シェルの線形座屈荷重係数最大化を目
的とした構造形態創生を行った．得られた結果に対して，
接合部剛性による比較を行った後，感度解析によって得
られた結果との比較考察を行った．SA による構造形態創
生の結果，全てのモデルにおいてライズ・線形座屈荷重
係数が上昇し，座屈に対し強い形態を得ることができた．
SA による結果では，感度解析よりライズが低く，線形座
屈荷重係数は感度解析より大きな値を得ることができた． 
また，感度解析と SA どちらの最適化手法においても
見られた剛接合頂部における凹みに関しては，格子部材
のみのモデルであるため，面内方向に回転変形を起こし
ていることが原因であると考えられる．よって，木造単
層格子シェル構造に対する線形座屈荷重係数最大化にお
いては，面内剛性を高めることが重要なファクターであ
ると言える． 
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